
【活動レポート】7 月 農家ステイ＠安曇野に行って来ました 

 

安曇野地球宿で 7 月中旬から月末までヘルパースタッフとして生活させてもらいました。 

主な作業は農作業、宿仕事のお手伝い。私が行った時期はブルーベリー狩りの時期だったので、ほぼ毎日ブルーベリー畑に行って

ブルーベリーを摘んでいました。その他にも川に行ったり、朝パンを焼いたり...東京では出来ないことばかりで、とても充実していまし

た。 

宿には毎日ゲストさん、地元の方等、様々な方が来られます。時間がある夜には、ゲストさんとテーブルを囲んで語りあったりもしまし

た。そこで、日本の中でも様々な生き方をしている人がいることを改めて実感しました。 

私が地球宿で印象に残ったことは、出会った人たちが皆温かい方だったことです。だから毎日明日はどんな人に会えるのだろう、とわ

くわくしながら眠りにつきました。 

人とつながる大切さや有り難さ、自分はもしかしてこういう仕事がしたかったのではないか、これからも幅広い世代と交流をしたい...ヘ

ルパーの体験が自分のこれからを考える良い機会、経験となりました。 

言語文化学部日本語科 3 年須藤楓 

 

※本学ＨＰ 「ＴＵＦＳ Ｔｏｄａｙ」にも、記事が掲載されました。 

http://tufstoday.com/articles/20150817-2/ 

 



※現地在住の卒業生・古田然さん古田（伊集院）幸子さんのブログの記事はこちら。

 

日時: 2015 年 08 月 18 日 

 


